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■「コミュニティメディア立ち上げ」PJのご紹介：中島
–特徴①:完全オンライン 参加者・コミュニケーションの方法

–特徴②:インナープロジェクト プロジェクト開始時～実施中の主な活動

–特徴③:プロジェクト？ 本PJ終了後について

■プロジェクト後の展開：吉田
–①:概要説明 STEP２の概要説明
–②:活動内容詳細 主な活動内容について詳細報告

–③:今後の展開 今後の展開のご説明

構成



-3--3--3--3-

特徴①

完全オンライン
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「コミュニティメディア立ち上げ」PJの参加者・コミュニケーション方法

関西方面から参加 関東方面から参加

参加メンバーは関東・関西から参加、毎週オンラインで打ち合わせを実施
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特徴②

インナープロジェクト
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「コミュニティメディア立ち上げ」PJ：プロジェクト立ち上げ期

プロジェクトの背景・問題意識

活動成果や参加による変化などプロボノワーカーの声を十分に発信できていない

社会課題解決活動のさらなる広がり、新たな出会いの創出ができていない

各種調査を行い、よりよいコンテンツの発信・場づくりを検討し

サービスグラントの新たなメディアの立ち上げに挑戦

以下課題に対し、プロジェクトメンバーによる情報収集・現状分析から開始



-7--7--7--7-

「コミュニティメディア立ち上げ」PJ：活動の流れ

5月 6月 7月 8月 9月 10月
SG/社会科見学PJ
とのMTG

プロボノワーカ
ー

ニーズ調査

SG現状との
ギャップ分析

中長期方向性
検討

トライアル
（テスト運用）

運用計画立案

キックオフ

・ニーズ確
認

中間報告 最終報告

SGニーズ
確認

ニーズ調査
（アンケート分析）

現状把握 内外現状分析

コミュニティメディア運営方針策定

トライアル実施
環境構築準備開始

計画立案

方向性提案

段階的な詳細化を行い、スケジュールを見直しながら推進（以下は最終版）



-8--8--8--8-

「コミュニティメディア立ち上げ」PJ：活動概要

①内外環境分析 ②コミュニティメディア運営方針
検討

③ニーズ調査（アンケート実施・分
析）

④運営計画検討（α版）
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5月 6月 7月 8月 9月 10月
SG/社会科見学PJ
とのMTG

プロボノワーカ
ー

ニーズ調査

SG現状との
ギャップ分析

中長期方向性
検討

トライアル
（テスト運用）

運用計画立案

キックオフ
・ニーズ確認

中間報告 最終報告

SGニーズ
確認

ニーズ調査
（アンケート分析）

現状把握 内外現状分析

コミュニティメディア運営方針策定

トライアル実施
環境構築準備開始

計画立案

方向性提案

「コミュニティメディア立ち上げ」PJ：初めて参加したメンバーの所感

開始時
何をやってよいか分からず、
サービスグラントのWebを

読み込んだ

活動中
自身の経験を活かして
役割に対応していける
ようになった

参加後の所感

・“普段仕事では使わない筋肉”を使い今後に活かせる力がついた
・社会課題解決に向け自身が何をしたいか考える機会になった
・多くの仲間がいることを実感でき元気になった
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特徴③

プロジェクト？
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「コミュニティメディア立ち上げ」PJ活動概要

「プロジェクト」は終了したが、サービスグラントが掲げる目標達成に向けまだ取
組は続く
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プロジェクト後の展開

〜 Pro Bono Place 立ち上げ 〜
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①概要説明
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STEP1(2022.06～2022.10)
コミュニティメディア立ち上げ

要

旨

STEP2(2022.12～2023.04)
プラットフォーム構築

STEP3以降(2023.05～)
本運用フェーズ

ゴ
"
ル

運営開始までのステップ

業界環境、内部環境を把握し、SGのあるべき
将来像から、コミュニティメディアの全体像を

立案し、今後の取組ステップを提示する。

実
施
事
項

STEP1で立案したコミュニティメディアの概要
を基に、試運転を開始。そこで得たノウハウを

蓄積しながら本番用スタートに移行していく。

スタートしたコミュニティメディアの管理、改修

を行う。イベントなども企画し、自発的に熱量

が高まり、自走可能な状態を目指す。

n 概要分析

n あるべき像の立案と課題の抽出

n ニーズ調査

n 試運転準備開始

n 試運転を開始し、運用の上で傾向分析

n イベントトライアル、他チーム他イベントとの連携

n 運用上のニーズ調査

n Workplace利用説明会 etc

n モニタリング

n 不具合改修

n イベント etc

n コミュニティメディア立案に至るまでの分析資

料作成

n コミュニティメディアの全体像立案

n お試し版プラットフォーム（workplace）立ち
上げ

n お試し版運営・グランドルール案作成

n α版の運用の結果報告

n 運用から得た情報により運用構成立案

n グランドルールの改訂

n 本番用として運用の移行

n 利用者が使い方を理解している状態

n 運用開始したプラットフォームの動向を

確認しながらブラッシュアップ。

n 事実から運用マニュアル改修。

n コミュニティを盛り上げる施策検討。

n 自走可能な状態まで何クールか行う。

■現在はSTEP２の中で、実運⽤開始に向けてのルール作りをしながら本番⽤へ移⾏中です。
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■ツールの決定（Workplace）

■プラットフォームの名前の決定

■ガイドライン作成

■管理者ルール設計

■グランドルール作成

■Workplace使い⽅説明会の開催

STEP２の主な活動内容
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②活動内容詳細
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活用するツール検討

プロジェクト遂行 ナレッジシェア
ネットワーク構築
（横連携）

理解のしやすさ 料金・制限 管理

w
orkplace

〇ミーティング可
（外部ツールとの連携
も一部可能）

〇全体グループと
小グループを設定
したりライブラリ機
能もあり

〇全体へのアナウンス
などが簡便

〇facebookに
近い操作感

◎非営利組織は無料
（利用者制限なし）

〇参加者の権限・グループの権
限・グループの作成等細かく権
限調整がしやすい

ただし、会社での利用が前提の
ため登録方法は要検討

Team
s

(SharePoint)

△機能は申し分ないが、

Officeが使えないメン
バーがいると困難
ミーティング可

△イントラ的機能
はSharePointに
なるが、一時的な
グループ作成など
が難しい

△自由なグループの設
置が困難

△会社等での
利用経験者に
はわかりやすい

× Microsoft 365 の
利用が前提。PBWに
対して Microsoft 365 
無料プラン適用は困難

×参加者の権限・グループの権
限・グループの作成等細かく権
限調整がしやすいが、 Microsoft 
365 グループ前提

Slack

〇ミーティング可
（外部ツールとの連携
も一部可能）

△横連携のために
はワークスペース
を統合する必要が
ある

△横連携のためにはワ
ークスペースを統合する
必要があるが、統合する
とチャンネル増設の利便
性が低くハードルが高い

〇機能が限られ
ているため

△無料だと3か月でデ
ータが消失。NPO向け
プラン適用にはスペー
スごとに操作が必要

△プロボノワーカーが立ち上げ
たスペースは、他の人よる管理
や消去までの対応が不可。有料
プランへの登録に手続きが必要

G
oogle 

w
ork place

〇スペースにてchat、
ファイル、タスク管理の
み。ミーティング可
（Currentsは2023年
に終了）

△新たな人のつな
がりをつくる部分が
やや困難

△スペースの機能が少
なく、自由なグループの
設置やダイナミックな横
連携などは困難

〇ユーザーフレ
ンドリー

◎Google 
Workspace for 
Nonprofitsの利用が
可能

×@servicegrantドメイン以外
の紹介は不可能

■可能性のあるツールを⽐較し、Workplaceを活⽤することに決定。Meta社の⽅へのヒアリングも⾏った。
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Pro Bono Place は、みなさんとつくる場所です。
［グランドルール］

■ 社会課題に関⼼を持ち、解決を願う⼈が参加します。
■ 情報をシェアしたり、アイデアを出し合います。
■ 否定はしません。みんなのチャレンジや学びを応援します。

――  さあ、⼀緒にプロボノを楽しみましょう！
プロジェクトを推進したり、興味のあるコミュニティやイベントに気軽に参加してみてください。
プロボノワーカー同⼠で、またはNPOのみなさんと、新しいつながりが⽣まれるかもしれません。

** 何か困ったことがあったら、スタッフにチャットでお知らせください。

Pro Bono Place in Work Place
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Pro Bono Place イメージ

■Pro Bono Place 内では、プロジェクト活動、イベントへの参加、プロボノワーカーごとのネットワークの構築な
どができるようになります。
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ガイドライン・運用ルールの作成

■管理者⽤・利⽤者⽤のガイドライン、利⽤ルールの作成も進⾏中。
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Workplace使い方説明会の開催

■今後実際にPro Bono Place を活⽤される⽅に向けてWorkplace利⽤説明会を実施。



-22--22--22--22-

③今後の展開
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STEP1(2022.06～2022.10)
コミュニティメディア立ち上げ

要

旨

STEP2(2022.12～2023.04)
プラットフォーム構築

STEP3以降(2023.05～)
本運用フェーズ

ゴ
"
ル

今後の展開

業界環境、内部環境を把握し、SGのあるべき
将来像から、コミュニティメディアの全体像を

立案し、今後の取組ステップを提示する。

実
施
事
項

STEP1で立案したコミュニティメディアの概要
を基に、試運転を開始。そこで得たノウハウを

蓄積しながら本番用スタートに移行していく。

スタートしたコミュニティメディアの管理、改修

を行う。イベントなども企画し、自発的に熱量

が高まり、自走可能な状態を目指す。

n 概要分析

n あるべき像の立案と課題の抽出

n ニーズ調査

n 試運転準備開始

n 試運転を開始し、運用の上で傾向分析

n イベントトライアル、他チーム他イベントとの連携

n 運用上のニーズ調査

n Workplace利用説明会 etc

n モニタリング

n 不具合改修

n イベント etc

n コミュニティメディア立案に至るまでの分析資

料作成

n コミュニティメディアの全体像立案

n お試し版プラットフォーム（workplace）立ち
上げ

n お試し版運営・グランドルール案作成

n α版の運用の結果報告

n 運用から得た情報により運用構成立案

n グランドルールの改訂

n 本番用として運用の移行

n 利用者が使い方を理解している状態

n 運用開始したプラットフォームの動向を

確認しながらブラッシュアップ。

n 事実から運用マニュアル改修。

n コミュニティを盛り上げる施策検討。

n 自走可能な状態まで何クールか行う。

■プラットフォームとしての本運⽤ステップに移⾏します。



ナレッジシェア ネットワーキング

★活動に関わる
ノウハウやスキルを学ぶ

★参加者の声を見たり
聞いたり出来る

★プロボノ同士の
横のコミュニケーションが取れ

る

プロボノワーカーの
新たな一歩に繋げる

機会創出 熱量の醸成

★挑戦してみようと思える
場所がある

★コミュニティを通して
相乗的に熱量が上がる
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EOF


